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ヨハネの黙示録 19 章 1 節～4 節 その後、わたしは、大群衆の大声のようなものが、 

天でこう言うのを聞いた。「ハレルヤ。救いと栄光と力とは、わたしたちの神のもの。そ

の裁きは真実で正しいからである。みだらな行いで／地上を堕落させたあの大淫婦を裁き、

／御自分の僕たちの流した血の復讐を、／彼女になさったからである。」また、こうも言

った。「ハレルヤ。大淫婦が焼かれる煙は、世々限りなく立ち上る。」そこで、二十四人

の長老と四つの生き物とはひれ伏して、玉座に座っておられる神を礼拝して言った。「ア

ーメン、ハレルヤ。」 

 

天から降り、地上がその栄光によって輝いたほど権威ある天使が、「倒れた。大バビロ 

ンは倒れた」と大声で叫んだ。大バビロンとはローマ帝国のことで、世界の覇者として君

臨していたローマ帝国が滅亡したという宣言である。滅亡した理由は、大淫婦バビロンは

あらゆる汚れた、忌まわしい悪霊どもの巣窟となったからである。強欲で、淫らな行いを

し、人々を惑わし、預言者たち、聖なる者たちの血を流したからである。ローマ帝国の権

勢と豊穣に与っていた王たち、商人たち、航海者たちは、大バビロンが煙を上げて滅び、

苦しみ悶える様を見て「不幸だ、大いなる都」と叫んで、泣き悲しんだ。一世紀末のドミ

ティアーヌス皇帝の治世、ローマ帝国は地中海沿岸を統治、支配し、揺るがない世界の覇

者であった。その帝国が滅びるなどと誰が思ったであろうか。全能の神が支配するという、

永遠の相から人間の営みを見る者のみが地上を相対化する視点を持ち得るのである。21 世

紀の私たちは、世界の覇者だった国々は全て、滅亡し、崩壊していった歴史を知っている。

どんなに力を奢っても、しょせん地上のものは滅び去るのである。「著者」ヨハネの深い

洞察に、ただ敬服する。大バビロン＝ローマ帝国の滅亡は、ローマ皇帝礼拝を拒み、神へ

の忠誠に生きたキリスト者たちが迫害の苦難から解放されることで、そこに、神の真実で

正しい裁きを見るのである。 

19 章からは、キリスト者たちの喜びの神賛美が歌われている。大バビロンに巣食って、

栄華をほしいままにしていた人々の恐怖と嘆きの叫びを聞いたヨハネは、その後、天に鳴

り響く大群衆の大声のようなものを聞いた。「ハレルヤ。救いと栄光と力とは、わたした

ちの神のもの。その裁きは真実で正しいからである。」「ハレルヤ」はヘブライ語で「ヤ

ー（＝神）を賛美せよ」という意味である。神を賛美せよ。救いと栄光と力は神のもので、

その裁きは真実で正しい。ローマ帝国は淫らな行いで、地上を堕落させた。皇帝礼拝を強

要し、人間の尊厳を否定し、自らの権力に奢った大淫婦である。神は、信仰を貫き、愛と

真実を求めた「神の僕たち」が流した血の報復をし、裁きを下された。迫害からの解放と、

新しい時代の到来を感謝し、喜び、高らかな神賛美が歌われている。もちろん、未だ見て

いないが、信仰の目をもって確かな勝利を仰視しているのである 

 また、天からの大声は、「ハレルヤ。大淫婦が焼かれる煙は、世々限りなく立ち上る」

と言った。大淫婦ローマ帝国が無残に焼かれる煙は絶えることなく立ち上ると、永遠の罰

を強調している。玉座の周りにいた二十四人の長老と四つの生き物とはひれ伏して、玉座

に座っておられる神を礼拝し、「アーメン、ハレルヤ」と言った。「アーメン」はヘブラ

イ語・アラム語で「真実に」「確かに」という意味である。神の裁きは真実で確かである。

「神を賛美せよ。」神が地上で断行した裁きは、天上でも神を称える喜びの賛美であった。 


